
令和５年度 第 4 回 内子町教育改革懇談会の協議結果（概要） 

開催日時 令和 6 年 2 月 21 日（水） 19：00～20：25 

出席者 委員：12 名（3 名欠席） 事務局：５名 

協議事項 (1)小規模校、大規模校のメリット・デメリットについて 

(2)アンケート調査について 

(3)その他 

協議内容 (1) 小規模校、大規模校のメリット・デメリットについて 

＜意見交換＞詳細は別紙資料１のとおり 

 

(2) アンケート調査について 

＜意見交換＞ 

→【事務局から】 

・アンケートは、実施目的や対象者、実施時期等を記載。 

・対象者は「保育所等の未就学児・小中学校の保護者」、「自治会長」、「小中学校の校長

先生・教頭先生」、「中学生」を予定。 

・実施時期は、新年度に入ってからのタイミングを考えている。 

・調査項目の内容は、アンケート案の記載のとおり。 

・生徒用アンケートは、統廃合について問う項目を入れていないが、設問を入れるべき

か。意見をいただきたい。 

対象者について 

→【委員】 

・地域用アンケートは、自治会長個人ではなく自治会内の意見の集約ではどうか。 

・学校用アンケートは、管理職だけではなく全教員にしてはどうか。 

 ・子どもの意見は、小学校４・５・６年生だと自分の意見を持っている。対象者に入れ 

てはどうか。 

→【事務局から】 

・地域用アンケートは、自治会としての意見を集約してもらうように記載し、意見の集 

約が難しい場合は、自治会長個人の意見で差し支えない旨、補足する。また、全教員と 

小学校４・５・６年生についてもアンケートの対象者とする。 

実施時期について 

→【委員】 

・新学期の早いタイミングで実施した場合、調査項目の内容により中学校に入学したば

かりの１年生や保護者には、分からないこともあると思う。 

→【事務局から】 

・７月あたりで調整する。 

調査項目について 

→【委員】 

・児童生徒用アンケートについて、中学生であれば統廃合に関する設問を入れても良い

と思う。 



→【事務局から】 

・中学生については設問入れるようにする。小学生は、基本的に中学生用のアンケート

に基づき分かりやすい表現で作成する。また、自治会用アンケートは個人を想定として

作成しているため、地域としての考えを確認できるものへ修正する。 

その他 

→【委員】 

・アンケートの実施方法(文書・Web)は、どのように考えているか。保護者は、子どもが

タブレット(一人一台端末)を持ち帰れるため、Web での回答も可能。 

・自治会は、パソコン環境が整った所と整っていない所があるため、文書が良いかもし

れない。 

→【事務局から】 

・いただいた意見を参考に様々なことを想定しながら、検討する。 

 

(3)その他 

→【事務局から】 

・会議録の概要をホームページへ公開することについて、意見をいただきたい。 

 ・役員改選による当委員の交代については、各組織の考えで対応をお願いしたい。 

→【委員】 

・会議録の概要をホームページで公開して良い。 

協議結果 ○小規模校、大規模校のメリット・デメリットは、別紙資料１のとおり整理。 

〇アンケートの対象者は「未就学児・小中学校の保護者」、「各自治会」、「全教員」、「児童

生徒(小学４～中学３年生)」とする。実施時期は７月あたりで調整する。 

〇会議録の概要は、今後ホームページで公開する。 

 


